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2024.06.15(⼟) 湯⽥温泉 ⻄の雅「常盤」にて 

◆【講演】「発掘された大内文化」 青島 啓  

 
 
「通常は慶應の OB に講演依頼すべきところ、今回は、⼭⼝の
歴史・⽂化について学んで頂きたく、実際に発掘調査をされて
いる市の担当者、⻘島さんにお願いしました。」と⼩河会⻑。 
 
 
 
 
時代は南北朝、⼤内⽒の栄華を誇る数々の出⼟品、、、たくさん
の資料の説明を丁寧にとても分かりやすく、何よりとても楽し
く話され、すごく聞き⼊ってしまいました。実際に発掘された
「⽫」や「⽡」も⼿に取らせてもらうと、感触や重量、⾒た⽬
の装飾など、歴史的背景を検証するための「五感」も少々刺激
されたように思いました。 
  
 
参加された先輩の中には、旅好きの⽅やいわゆる
「歴⼥」も多く、特に中四国で、地元に関係する
ものもあり、講演後の質疑応答の際はかなり⾷い
気味に攻めた問いかけをされていた様⼦。主とし
て「⾷べごと」に関するものだったことは、極秘
にすべきだったかもしれません(笑)。 
 
旅から帰宅後、親族から聞いた話によると、どうやら私(⼩林)にも、⼤内⽒の DNA が⼊っているらしい!?
とのこと。私のパリピ(※)なところは、きっとそれなのだ!! 万歳!!    （ by 広報・広島の⼩林 ） 

※「パリピ」とは 

 「パーティーピーポー（party people）」の略で、ネイティブの発音では「パーリーピーポー」と聞こえることから

「パリピ」と略されています。「パリピ」は日本社会に広く浸透した言葉ですが、「パリピ」に持つ印象は世代や人

によって異なります。今回は主に「イベントや集まりを楽しむ人」という前向きなイメージがある人として

使用しました。バブル期以前の方には「不真面目な遊び人」や「チャラい人」というマイナスなイメージのある人

と捉えられそうなので、ここに注釈を入れておきます。 



2024.06.15(⼟) 湯⽥温泉 ⻄の雅「常盤」にて

◆【懇親会】
⼀応指定された席がありましたが、今回は会議でも諸般の事情により、個々の

紹介がされなかったため、顔⾒知りは多いのですが、まだどことなくぎこちない
雰囲気で「懇親会」が始まりました。会場⼊⼝では、⼥将の息⼦で社⻑である
宮川和也さん(慶應義塾⼤学商学部卒) が名刺を持ち、⼊場する⼀⼈⼀⼈に丁寧に
挨拶いただきました。⼥将さんが「息⼦がお世話になった学校の先輩の皆様」と
⾔われましたが、少なくとも私は”後輩”ですぅ…(笑)

さて、余興の⼀つとして、広島通信三⽥会の楢原さんが「カーネーション」と
いう歌を披露しました。彼は実際「歌⼿」です。どうぞよろしくお願いします。

テーブル毎や各地域三⽥会単位から、少しずつ和んでいきました。
◆【女将劇場】

続いて、20:30 開場・21:00 前から開始となった「⼥将劇場」。⼩河会⻑はじめ、⼭⼝関係者が⼝々に
「オモレーもんが⾒れるんじゃ。⼥将さん、スゲーんじゃ!!」とかなりの押し発⾔。…本当に凄かったで
す、絶句… ⽂筆に語れないと判断しましたので、下記の動画をご覧くださいませ。

https://www.youtube.com/watch?v=1ht_9n2ws78 

旅から帰宅後、実⺟(83 歳)⽈く、「同世代で、まだまだお元気そうでよかった。」と。⼥将劇場発案当時を
⺟はとてもよく知っていて、直接の⾯識はないらしいですが、ずっと⼼の応援をし続けているそうです。
私の⼟産話を聞いただけで「うわあ、元気が出るわあ。嬉しいねえ。」と⾔う⺟。そう⾔えば、同じセリフ
を⾔った先輩もおられたような… ちょうど⼥将さんが”レオタードと網タイツ姿”になったときに…(了)

（ by 広報・広島の⼩林 ）
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